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全国学力・学習状況調査の報告 
 ４月に６年生が実施した全国学力・学習状況調査の結果がまとまりました。この調査結果に表れ

ている本校児童の学習状況とそれをふまえた今後の本校としての指導改善の視点について次のとお

りご報告いたします。 

今回の調査をふまえて児童一人ひとりの学力を高めていくことに引き続き取り組んでまいります。 

《教科学習状況調査結果》            「平均正答率（％）」 

※国語と算数では、A問題（主として知識に関する問題）とＢ問題（主として活用に関する問題）

に分かれています。 

 

本校は、全教科を通じてほぼ全国平均をやや下回る結果となりました。中でも国語 A の「話す

こと・聞くこと」、「書くこと」の正答率が全国平均より６～７ポイント下回っています。この結果

は、本校 6 年生児童の読書習慣の実態にも表れており、生活の中で書かれた文章や言葉に触れる

機会が少なくなっていることも一因と考えられます。一方、理科の実験の技能の正答率は全国平

均より４ポイントほど高く、実際にやったり、見たりしたことについては理解が深まっている傾

向が見られました。 

子どもの解答状況から見えてきた成果や課題を今後の授業改善につなげていきたいと考えてい

ます。 

【国語】 

○漢字の知識と書き取りが正確にできるよう、定期的に漢字テストを行うと共に、日常的に学習

した漢字を使うように指導する。 

○書かれた文章や言葉に親しみ、目的に応じた文章の書き方や表現の工夫に目を向けていけるよ

うに、学校司書と連携し、様々な種類の本に親しむ機会をつくる。 

【算数】 

 〇小数や分数の基本的な計算が確実にできるように、継続して家庭学習に取り組むことができる

ようにする。 

 ○一つの問題を多角的に捉えることができるよう、式や図を用いて考え方を表したり、自分とは

違った考え方から理解を深めたりできるような活動を授業に多く取り入れる。 

【理科】 

 ○実験や観察の機会を増やすとともに、その中で様々な用語の理解を深められるようにする。 

【全教科】 

 〇友達と力を合わせて活動しようとする姿勢が育つよう、めあてのはっきりしたグループ活動を

授業に進んで取り入れる。 

 国語 A 国語 B 算数 A 算数 B 理科 

星川小 ６９ ５２ ６３ ５１ ５７ 

全国との

差 
-１．７ －２．７ －０．５ －０．５ －３．３ 

神奈川県 ７０ ５４ ６４ ５２ ６０ 

全国 ７０．７ ５４．７ ６３．５ ５１．５ ６０．３ 



《生活習慣・学習習慣（質問紙調査結果）》 

 学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等について児童一人ひとりが全６２項目に渡って

主に、（1．当てはまる 2．どちらかといえば当てはまる 3．どちらかといえば当てはまらない  

4．当てはまらない 5．その他）の 5段階で回答した結果の 1と 2の数値の合計を、「学校生活」

「自分自身」「地域」「家庭生活」の視点からまとめました。                      （％） 

 

 特に「自分にはよいところがあると思う。」、「よいところを認められている。」などといった『自

尊感情』と言われる観点において、全国平均と比べ大幅に高い数値となりました。近年、全国的に

課題となっているこの観点において、高い数値が出ているのは、友達と協力して一つの目標を達成

する楽しさや、保護者や地域の方々に認められる喜びを経験できていることが要因だと考えられま

す。「学級の友達との意見交流の価値」の項目においても数値が高く、子どもたち同士の認め合い

の気持ちが育ってきているのが感じられます。また、お互いの「地域への行事の参加」の観点から

見ても、多くの目で子どもたちの成長が見守られていることが分かります。今後はさらに視野を広

げ、自分も学校や地域といった大きなまとまりの中の一員であることを自覚し、自分たちにもでき

ることを考えたり、地域の方々に感謝の気持ちをもって接することができるよう学校、家庭、地域

と連携して育てていきたいと考えています。 

今回の結果から、改善点や見直しが必要な点も見えてきました。まず全国的にも携帯電話やスマ

ートフォンを所持する児童も急激に増加しており、それに伴いトラブルも急増しています。また、

「放課後での過ごし方」「休日の過ごし方」についての最も多い回答が「ゲームやインターネッ

ト、動画の視聴（TVも含む）」となりました。本校も例外でなく、情報モラル教育の充実を図って

いく必要があります。また本校では、「学校の授業以外に、普段（月～金曜日）、１日３０分以上読

書をしている。（教科書や参考書、漫画や雑誌を除く）」「学校の授業時間以外に、普段（月～金）1

日に６０分以上勉強している。（学習塾や家庭教師も含む）」の回答が大幅に全国平均を下回ってい

ます。情報機器の使用時間の増加とともに、読書や学習、家庭や地域とのコミュニケーションの時

間が減ってきてしまうのも現状です。大きく早い時代の変化の中で情報を安全に、効果的に活用し

ていくことは必須です。それとともに、自分から周りの人たちとのコミュニケーションを深めてい

くことができるように、学校でも指導を工夫していきたいと考えています。ご家庭でもご協力とご

理解の程よろしくお願い致します。 

 質問事項 星川小平均 全国平均 

学校のきまりを守っている。 ７９．７ ８９．５ 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、広げたりすることができている。 

８７．１ ８１．７ 

いじめはどんな理由があってもいけないことだ。 １００ ９６．８ 

自分にはよいところがある。 ９０．７ ８４．０ 

先生は、あなたのよいところを認めてくれている。 ９４．４ ８５．３ 

将来の夢や目標を持っている。 ７９．７ ８５．１ 

今住んでいる地域の行事に参加している。 ７９．６ ６２．７ 

地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある。 ３８．９ ４９．９ 

地域社会でボランティア活動に参加したことがある。 ５０ ６２．６ 

家の人（兄弟姉妹除く）と学校での出来事について話している。 ７７．８ ８０．５ 

家で、自分で計画を立てて勉強をしている。 ５５．５ ６７．６ 

家で、学校の授業の予習・復習をしていますか。 ２７．８ ６２．６ 

学校の授業以外に、普段（月～金曜日）、１日３０分以上読書をし

ている。（教科書や参考書、漫画や雑誌を除く） 

３３．４ ４１．１ 

学校の授業時間以外に、普段（月～金）1日に６０分以上勉強して

いる。（学習塾や家庭教師も含む）   

５１．８ ６６．２ 


